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研究成果の概要（和文）：本研究の目的は、日本語名詞句の基本形である「本」「子ども」「学校」のような形
式そのものに不可視的に付随する働きと仕組みを明確にすることであった。研究代表者はこれまでの研究におい
て、日本語には素名詞句と非素名詞句という二種類のタイプの名詞句の形があることを論じてきた。本研究で
は、名詞句はそれ自体が概念的意味を表すと同時に、素名詞句・非素名詞句という形でもって文中に現われるこ
とによって手続き的意味を表することに注目した。それらの名詞句が文中で指示的名詞句・非指示的名詞句とし
て機能することと、名詞句の形式（素名詞句なのか、それとも非素名詞句なのか）を関連づけ、意味論的・語用
論的に分析した。

研究成果の概要（英文）：Assume that each language has a nominal domain called XNP, which is the set 
of elements that are lexically or formally represented as noun phrases (Nakai 2013). The XNP domain 
could be subject to relatively little cross-linguistic variation, taking into account the linguistic
 universals. This study attempts to account for the way formal features of noun phrases are 
represented, showing the remarkable contrast between Japanese and English in terms of the way each 
noun-phrase form clips the features out of the XNP domain in the respective languages. 
This study argues that Japanese noun phrases do have formal features of plainness and non-plainness,
 and noun phrases, such as proper nouns, pronouns, plural nouns, and nouns accompanied by any 
determiner/numeral, are non-plain noun phrases. The study also illustrates how the formal features 
of noun phrases interact with the interpretation semantically and pragmatically.

研究分野：意味論・語用論
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１． 研究開始当初の背景 

 
(1) 従来の日本語研究の中で「（不）定名詞句」
「（不）定表現」などの言い方が用いられる
場合には、英語など冠詞を有する言語におけ
る名詞句の「定（definite）・不定（indefinite）」
の区別に依拠して使用されていることが多
い。そのような(in)definitenessの区別は文法
カテゴリーである傍ら、意味論と語用論のレ
ベルに深く関わるカテゴリーである
（Declerck 1985）。冠詞を持たない日本語で
は(in)definiteness を名詞句の文法カテゴリ
ーとして見なさないのが一般的である。しか
し、それは、日本語名詞句に文法カテゴリー
がないと帰結されるものではない。研究代表
者（中井）は、日本語には名詞句の文法カテ
ゴリーが「素名詞句（plain NP）」と「非素
名詞句（non-plain NP）」という形で存在す
るのではなかいかという可能性を検討して
きた。 
 
(2) Lyons（1999）は、英語などの冠詞を有す
る言語では、(in)definitenessという概念は冠
詞の存在に由来するものであり、冠詞はその
本質的な意味機能としてそれらの概念を表
現しなければならないと述べている。しかし、
冠詞だけが definitenessという概念に固有の
要素として結びついているわけではない。概
念そのものは言語普遍的であり、その普遍性
は冠詞の有無に左右されるものではない。庵
（1994）は、「定」という概念は「定冠詞の
有無」といった形式上の問題以上の普遍性を
持っていることを指摘している。 
 
(3) 英語の名詞句の文法カテゴリーとは別に、
日本語においては、非素名詞句が《定的な形》
であり、素名詞句が《不定的な形》であるこ
とを明らかにすることを、本研究の出発点と
した。 
 
(4) 素名詞句が「本」「学生」「宿題」のよう
に普遍名詞それ自体から成る名詞句である
ことに対し、非素名詞句は「本件」「某所」「東
京」「太郎」「彼女」「それ」「国々」「子ども
ら」「この本」「とある本」「3冊の本」といっ
た名詞句である。素名詞句が素の様相を呈し
ていることに対し、非素名詞句は素でない様
相を呈している（つまり、固有名詞や代名詞
であったり、名詞の前後に接頭辞・接尾辞・
限定詞などが付加されていたりする）。 
 
 
２．研究の目的 
本研究の目的は、日本語名詞句の基本形であ
る「本」「子ども」「学校」のような形式その
ものに不可視的に付随する働きと仕組みを
明確にすることであった。研究代表者はそれ
までの研究において、日本語には素名詞句と
非素名詞句という二種類のタイプの名詞句

の形があることを論じてきた。本研究では、
名詞句はそれ自体が概念的意味を表すと同
時に、素名詞句・非素名詞句という形でもっ
て文中に現われることによって手続き的意
味を表することに注目した。また、それらの
名詞句が文中で指示的名詞句・非指示的名詞
句として機能することと、名詞句の形式（素
名詞句なのか、それとも非素名詞句なのか）
を関連づけ、意味論的・語用論的に分析する
ことも本研究の目的としていた。 
 
 
３．研究の方法 
(1) Definiteness（定性）という概念と名詞
句の指示性に関する先行研究を見直し、そこ
から日英語における定的・不定的な名詞句の
形と、それらと相互作用する意味機能として
の指示性・非指示性との関係を分析するため
に必要な諸概念を整理した。 
 
(2) (1)で行った名詞句の定的・不定的表現
と指示性についての意味論的考察に加えて、
語用論的考察を行った。さらに、日本語にお
ける素名詞句と非素名詞句について、データ
を用いて分析し、それらを英語名詞句の定表
現・不定表現との差異や類似性をもとに整理
した。 
 
４．研究成果 
(1) 一般的に、日本語研究のなかで「（不）
定名詞句」「（不）定表現」などの言い方が用
いられる場合には、英語など冠詞を有する言
語における名詞句の「定（definite）・不定
（indefinite）」の区別に依拠して使用され
て い る こ と が 多 い 。 そ の よ う な
(in)definiteness の区別は文法カテゴリー
である傍ら、意味論と語用論のレベルに深く
関わるカテゴリーであることを前提に、日本
語においても、日本語独自の視点で、名詞句
を定的な形（definiteness-oriented type）
と不定的な形（indefiniteness-oriented 
type）に区別する必要性を検討した。 
 
(2) 研究代表者は、前者を素名詞句（すめい
しく）、後者を（ひ-すめいしく）と捉え、「本」
「学生」「宿題」などは素の様相を呈してい
ることに対し、「本件」「某所」「東京」「太郎」
「彼女」「それ」「国々」「子どもら」「この本」
「とある本」「3冊の本」といった名詞句は素
でない様相を呈するものであると区別した。 
 
(3) 
英語における definiteness という文法的な
形式区分は、名詞句を定的な形と不定的な形
に分けたものである。その定的/不定的とい
う区別は、意味論上の認識とも、語用論上の
解釈とも異なる、純粋な《形》の上での特性
とみなされる。表 1では、名詞句が定的な形
と不定的な形に区別される言語現象を日英
語で対照させたものである。 



 
表 1. 日英語名詞句の形式特性 
 日本語 英語 
名詞句の定
的な形 

非素名詞句 
Non-plain NP 

定名詞句 
Definite NP 

名詞句の不
定的な形 

素名詞句 
Plain NP 

不定名詞句 
Indefinite 
NP 

 
この対照表の理解で注意すべきは、英語の定
名詞句に相当するものが必ず日本語の非素
名詞句であるというわけでは決してないと
いうことである。同様に、英語の不定名詞句
が日本語の素名詞句に必ず相当するという
ことでも決してない。 
 
(4) 名詞句はそれ自体が概念的な意味を表
すと同時に、素名詞句・非素名詞句という形
でもって文中に現われることによって手続
き的意味を表す可能性を検討した。 
 
(5) 英語の冠詞に関する先行研究では、the
がついた名詞は対象を指示しようとする、本
来的に指示的な名詞句であることが前提に
されているものが多かった。本研究は、この
ような前提の妥当性を問題にし、英語冠詞の
定・不定の区別と、それに関連づけて日本語
の名詞句を捉える場合の諸問題を整理した。 
 
(6) 名詞句の形式特性という文法カテゴリ
ーを言語普遍的に捉え、冠詞をもたない日本
語の名詞句にも文法カテゴリーがあること
を明らかにした。 
 
(7) 名詞句の定的・不定的な形と指示性の関
係に関する日英語間での不均衡さに仕組み
が確認できたことで、特に、日本の中学・高
校での英語教育（中でも、日本人学習者が一
般的に不得手とする冠詞や名詞の単数/複数
についての指導・学習）に、実際的に応用・
還元することが可能になった。 
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